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	この遺伝子は、タンパク質キナーゼスーパーファミリーおよびダブルコルチンファミリーのメンバーをコードします。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、微小管に結合して微小管重合を制御する2つのN末端ダブルコルチンドメイン、Ca2+/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼと高い相同性を示すC末端セリン/スレオニンタンパク質キナーゼドメイン、そしてダブルコルチンドメインとタンパク質キナーゼドメインの間にあり、複数のタンパク質間相互作用を媒介するセリン/プロリンリッチドメインを含みます。コードされるタンパク質の微小管重合活性は、タンパク質キナーゼ活性とは独立しています。マウスを用いた研究では、DCX遺伝子（ファミリーの別のメンバー）とこの遺伝子は、海馬組織の確立において機能を共有しており、これらの遺伝子の欠損は、滑脳症のヒト患者で報告されているように、重篤なてんかん表現型および致死性をもたらすことが示されています。複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	DCLK2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した U937 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DCLK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。

